
　

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
け
る
「
読
み
書
き
そ
ろ
ば

ん
」
的
素
養
と
な
る
数
理
科
学
は
、
社
会
課
題
解
決

の
た
め
の
Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
手
法
を
開
発

す
る
技
術（
応
用
レ
ベ
ル
か
ら
高
度
な
解
析
レ
ベ
ル

ま
で
）、
ま
た
現
実
世
界
と
サ
イ
バ
ー
世
界
を
繋
ぐ

た
め
に
必
要
な
抽
象
化
や
論
理
構
造
化
を
行
っ
て
全

体
最
適
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
を
構
築
す
る
技
術
な
ど
、

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
価
値
創
造
に
不
可
欠
な
重
要
な
社

会
基
盤
で
あ
る
。
世
界
で
は
数
理
科
学
人
材
の
争
奪

戦
や
数
理
科
学
を
社
会
課
題
に
活
か
す
た
め
の
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ（
資
金
の
投
入
）が
加
速
し
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
基
盤
と
な
る 

数
理
科
学
を
巡
る
各
国
の
状
況

─
英
国

　

２
０
２
０
年
１
月
、
ボ
リ
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
首
相

は
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
伴
う
研
究
者
・
数
学
者
の
囲
い
込

み
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
一
環
と
し
て
、
数
理
科
学
へ

の
投
資
を
３
億
ポ
ン
ド（
約
４
１
０
億
円
）に
倍
増
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
れ
は
、
英
国
に
お
い
て
、

経
済
活
動
へ
の
数
理
科
学
の
貢
献
の
大
き
さ
を
定
量

的
に
評
価
す
る「T

he Era of M
athem

atics

（
注
１
）」を

受
け
た
措
置
で
あ
る
。
英
国
政
府
は
、「
数
学
は
全

て
の
科
学
技
術
の
発
展
に
不
可
欠
で
あ
り
、
健
康
・

安
全
か
ら
環
境
に
至
る
ま
で
、
幅
広
い
研
究
の
下
支

え
と
な
る
分
野
」
と
位
置
付
け
、
博
士
課
程
学
生
ら

の
若
手
研
究
者
に
対
す
る
支
援
の
倍
増
、
数
理
科
学

者
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
と
融
合
領
域
で
の
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
推
進
、
国
内
の
有
力
な
数
理
研
究
拠
点
へ

の
支
援
等
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

─
米
国

　

米
国
に
お
い
て
は
、
随
分
前
か
ら
、
社
会
に
お
け

る
数
学
者
の
活
躍
の
場
が
多
く
、
ま
た
そ
の
重
要
性

も
強
く
認
識
さ
れ
て
い
る
。
米
国
政
府
労
働
統
計
局

職
業
分
類
に
よ
る
と
、２
０
２
０
年
５
月
現
在
の
数
学

専
門
職
就
労
者
数
は
、
数
学
者（M

athem
atician

）

２
４
６
０
名
、
統
計
家（Statistician

）３
万
８
８
６

０
名
、
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ー（
保
険
数
理
）２
万
２
４
８

０
名
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
リ
サ
ー
チ
ア
ナ
リ
ス
ト

９
万
６
２
２
０
名
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
そ

の
他
数
理
科
学
職
５
万
９
６
８
０
名
で
あ
る
。
平
均

年
収
に
お
い
て
も
将
来
性
に
お
い
て
も
、
魅
力
の
高

い
職
業
に
格
付
け
ら
れ
て
い
る
。
大
学
生
の
数
理
科

学
へ
の
関
心
も
高
く
、
例
え
ば
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
校
で
は
、
２
０
０
９
年
か
ら
２
０

１
６
年
に
か
け
て
学
生
数
が
、
純
粋
数
学
で
１
・
８

倍
、
数
理
経
済
で
２
・
９
倍
、
数
学
応
用
分
野
で
４

倍
、
確
率
・
統
計
で
６
・
３
倍
、
応
用
数
学
で
６
・

東
北
大
学
理
事
・
副
学
長

小こたに
谷
元もとこ
子

数
理
活
用
産
学
連
携
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

─
数
理
科
学
と
社
会
の
相
互
作
用
を
起
こ
す
た
め
に
は
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理
活
用
産
学
連
携
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
が
設
置
さ
れ

た
。
そ
の
取
り
組
み
は
、
具
体
的
な
産
学
連
携
事
例

の
紹
介
、
最
新
の
数
学
研
究
動
向
の
紹
介
、
産
業
界

か
ら
の
要
望
・
問
題
提
起
等
に
関
す
る
意
見
交
換
、

定
期
的
な
講
演
会
、
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
の
た

め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
活
動
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。
日
本
数
学
会
、
日
本
応
用
数
理

学
会
が
後
援
し
、
北
海
道
大
学
、
東
北
大
学
、
筑
波

大
学
、
東
京
大
学
、
慶
應
義
塾
大
学
、
早
稲
田
大
学
、

明
治
大
学
、
名
古
屋
大
学
、
大
阪
大
学
、
京
都
大
学
、

神
戸
大
学
、
九
州
大
学
、
統
計
数
理
研
究
所
、
理
化

学
研
究
所
が
協
力
校
／
協
力
機
関
と
な
っ
て
い
る
。

７
月
16
日
に
第
１
回
の
講
演
会
「
メ
タ
数
学
に
よ
る

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
─Science of Sciences 

と

し
て
の
数
学
」（
国
⽴
情
報
学
研
究
所　

蓮
尾
一
郎
）

を
開
催
し
、
今
年
度
は
、
ト
ポ
ロ
ジ
カ
ル
デ
ー
タ
解

析
、
量
子
暗
号
、
都
市
社
会
シ
ス
テ
ム
の
統
合
・
多

重
最
適
化
な
ど
を
テ
ー
マ
と
す
る
講
演
会
の
開
催
を

予
定
し
て
い
る
。

　

数
理
科
学
と
社
会
の
相
互
作
用
を
起
こ
す
た
め
に

数
理
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
提
案
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
は
、
上
記
に
加
え
、
教
育（
人
材
育
成
）、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
研
究
会
、
マ
ッ
チ
ン
グ
、
共

同
研
究
、
ビ
ジ
ョ
ン
共
創
な
ど
が
あ
る
。

　

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、
教
育（
人
材
育
成
）に

関
し
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
基
礎
知
識
と
な
る
数

理
・
デ
ー
タ
科
学
・
Ａ
Ｉ
を
使
い
こ
な
す
た
め
の

多
数
の
フ
ィ
ー
ル
ズ
賞
・
ガ
ウ
ス
賞
・
チ
ャ
ー
ン
賞

の
受
賞
者
を
輩
出
し
た
。
ま
た
、
４
年
に
１
度
開
催

さ
れ
る
「
応
用
数
理
国
際
会
議（
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｍ
）２
０

２
３
」
を
東
京
に
誘
致
す
る
な
ど
、
国
際
的
な
数
理

科
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
で
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
高

い
。
一
方
、「
理
数
系
人
材
の
産
業
界
で
の
活
躍
に

向
け
た
意
見
交
換
会
」（
経
済
産
業
省
と
文
部
科
学

省
が
合
同
開
催
）の
報
告
書
「
数
理
資
本
主
義
の
時

代
」（
２
０
１
９
年
３
月
）で
は
、「
数
学
の
知
識
を

持
つ
人
材
へ
の
産
業
界
ニ
ー
ズ
と
、
数
学
を
専
攻
す

る
学
生
と
の
間
に
は
、
認
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
」

と
い
う
課
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
数
学
会
・

日
本
応
用
数
理
学
会
は
、
社
会
と
の
連
携
を
求
め
て

「
社
会
連
携
協
議
会
」
を
⽴
ち
上
げ
た
り
、
複
数
の

大
学
に
お
い
て
数
学
と
諸
科
学
・
産
業
界
と
の
連
携

を
進
め
る
た
め
の
連
携
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
り
と

様
々
な
活
動
を
し
て
い
る
。
徐
々
に
産
業
界
と
の
コ

ネ
ク
シ
ョ
ン
が
で
き
て
き
て
い
る
も
の
の
、
ま
だ
ま

だ
広
が
り
に
欠
け
、
シ
ー
ズ
と
ニ
ー
ズ
の
間
を
繋
ぐ

シ
ス
テ
ム
が
十
分
で
は
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ

る
。経

団
連
数
理
活
用
産
学
連
携 

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

　

こ
の
よ
う
な
中
、
経
団
連
で
は
、
産
業
界
と
数
学

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
お
互
い
の
シ
ー
ズ
・
ニ
ー
ズ
を

知
る
た
め
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
の
下
に
「
数

７
倍
と
増
加
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｓ
Ｆ（N

ational 
Science Foundation

）が
支
援
す
る
数
理
８
研
究

所
の
活
動

（
注
２
）を
見
る
と
、
科
学
技
術
・
社
会
の
重
要
課

題
を
設
定
し
、
そ
の
解
決
に
資
す
る
可
能
性
の
あ
る

数
学
的
課
題
・
手
法
・
ビ
ジ
ョ
ン
を
検
討
す
る
た
め
、

世
界
中
か
ら
異
な
る
分
野
の
第
一
人
者
を
集
め
て
徹

底
討
論
す
る
期
間
限
定
の
テ
ー
マ
設
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
活
発
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

─
中
国

　

中
国
で
は
２
０
１
６
年
に
、
中
国
を
中
核
と
す
る

ア
ジ
ア
～
欧
州
の
10
カ
国（
14
学
会
）か
ら
成
る
「
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
数
学
セ
ン
タ
ー
」
が
設
⽴
さ
れ
、
ま
た

２
０
１
７
年
に
は
、
中
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
、

イ
ン
ド
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
５
カ
国（
Ｂ
Ｒ
Ｉ

Ｃ
Ｓ
）に
よ
る
「
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
数
学
会
議
」
が
設
⽴

さ
れ
る
な
ど
、
国
際
社
会
で
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
に

向
け
た
活
動
を
加
速
し
て
い
る
。
数
理
人
材
の
育
成

と
活
用
も
活
発
で
あ
る
。
北
京
大
学
で
は
、「
数
学

英
才
班
」
と
い
う
人
材
育
成
コ
ー
ス
の
た
め
の
特
別

な
入
学
枠
が
存
在
す
る
。
４
大
学（
清
華
大
学
、
北

京
大
学
、
復
旦
大
学
、
上
海
交
通
大
学
）の
就
職
先

の
ト
ッ
プ
は
、
い
ず
れ
も
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
社
で
あ
る

が
、
同
社
で
は
数
学
者
、
物
理
学
者
が
活
躍
し
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

─
日
本

　

日
本
に
つ
い
て
は
、
国
際
数
学
連
合（
Ｉ
Ｍ
Ｕ
）に

ア
ジ
ア
初
の
総
裁
と
し
て
森
重
文
氏
が
選
出
さ
れ
、
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い
て
も
、
数
学
者
の
ア
イ
デ
ア
が
鍵
と
な
っ
た
ブ
レ

ー
ク
ス
ル
ー
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
例
え
ば
、
確
率
解

析（
伊
藤
カ
リ
キ
ュ
ラ
ス
）、
暗
号
、
ウ
ェ
ー
ブ
レ
ッ

ト
、
圧
縮
セ
ン
シ
ン
グ
、
ス
パ
ー
ス
モ
デ
リ
ン
グ
な

ど
に
お
い
て
は
、
数
学
者
が
関
わ
る
こ
と
で
最
先
端

の
深
い
数
学
が
本
質
的
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
量
子
技
術
の
進
展
と

と
も
に
重
要
と
な
る
量
子
計
算
、
量
子
情
報
、
特
に

ポ
ス
ト
量
子
暗
号
の
国
際
標
準
化
に
は
、
最
先
端
の

数
学
が
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
活
用
さ

れ
て
い
な
い
が
、
潜
在
力
の
あ
る
新
た
な
数
学
が

次
々
に
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
社
会
で
い
ち
早

く
活
用
さ
れ
る
た
め
の
仕
組
み
を
構
築
し
、
数
理
科

学
と
社
会
と
の
相
互
作
用
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
で
、

日
本
が
よ
り
新
し
い
価
値
創
造
と
市
場
を
リ
ー
ド
す

る
う
え
で
、
貢
献
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

の
概
念
が
確
⽴
す
る
と
同
時
に
、「
自
然
の
数
理
化
」

の
役
割
が
明
確
と
な
っ
た
。
科
学
が
飛
躍
的
に
発
展

し
、
18
・
19
世
紀
の
産
業
革
命
に
繋
が
る
。
20
世
紀

に
は
Ｉ
Ｃ
技
術
が
発
達
し
、「
第
３
の
科
学
」
と
し

て
計
算
科
学
・
情
報
科
学
が
発
展
し
た
。
現
実
の
複

雑
な
課
題
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
す
る
「
数
理
モ
デ
ル
」

の
重
要
性
が
高
ま
る
と
同
時
に
、
数
理
科
学
の
新
た

な
役
割
と
し
て
、
計
算
科
学
の
基
盤
と
な
る
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
、
計
算
評
価
理
論
、
信
頼
性
評
価
、
計
算
の

た
め
の
数
理
理
論
の
開
発
や
、
異
分
野
の
共
通
言
語

の
提
供
と
い
う
こ
と
が
加
わ
っ
た
。

　

21
世
紀
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
革
命
の
基
盤
と
し
て
の

第
４
の
科
学
「
デ
ー
タ
科
学
・
Ａ
Ｉ
」
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。
数
理
科
学
は
、
そ
の
基
盤
と
な
る
理
論
を

開
発
す
る
と
と
も
に
、
現
実
世
界
と
デ
ジ
タ
ル
世
界

を
繋
ぐ
役
割
を
果
た
す
。
さ
ら
に
、
社
会
の
た
め
の

科
学
技
術
の
意
識
の
高
ま
り
と
と
も
に
、「
社
会
の

数
理
化
」
の
重
要
性
が
増
し
て
き
て
い
る
。
社
会
課

題
に
対
し
て
個
別
に
開
発
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
か
ら
全

体
最
適
化
を
図
る
た
め
の
知
の
統
合
、
そ
れ
に
基
づ

く
予
測
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
社
会
デ
ザ
イ
ン
の
基
盤

と
な
る
こ
と
が
、
数
理
科
学
の
役
割
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
数
学
は
、
科
学
技
術
の
歴
史
の
中
で
、

群
論
、
幾
何
学
、
偏
微
分
方
程
式
、
フ
ー
リ
エ
解
析
、

確
率
、
統
計
、
数
理
モ
デ
ル
、
最
適
化
、
ア
ル
ゴ
リ

ズ
ム
、
数
値
解
析
な
ど
、
科
学
技
術
の
基
盤
と
な
る

様
々
な
概
念
を
提
供
し
て
き
た
。
20
世
紀
後
半
に
お

「
社
会
人
学
び
な
お
し
コ
ー
ス
」
が
考
え
ら
れ
る
。

　

例
え
ば
、
目
的
を
絞
っ
て
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
グ

ル
ー
プ
コ
ー
ス（
寺
子
屋
ス
タ
イ
ル
）、
企
業
ご
と
の

要
望
に
応
じ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
コ
ー
ス
、
個
別
技

術
者
の
要
望
に
応
じ
た
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
コ
ー
ス
な
ど

の
形
態
が
あ
り
得
る
。
一
方
で
、
数
理
科
学
系
の
大

学
院
生
が
、
社
会
で
の
数
理
活
用
を
知
る
た
め
の

「
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
を
企
業
で
企
画
す
る

場
合
に
、
学
会
や
協
力
大
学
を
通
じ
て
、
全
国
の
数

理
系
大
学
・
研
究
機
関
に
紹
介
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。ま
た
、企
業
と
の
連
携
に
よ
るｇ

－

Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ

（
注
３
）、

Study Group

な
ど
、
学
生
が
参
加
す
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
プ

ロ
グ
ラ
ム
等
の
案
内
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

産
業
界
に
は
数
学
の
力
を
必
要
と
す
る
課
題
が
多

数
存
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
問

題
意
識
を
整
理
し
て
具
体
的
な
共
同
研
究
に
繋
げ
る

た
め
の
出
会
い
の
場
が
必
要
で
あ
る
。
個
別
企
業
、

企
業
グ
ル
ー
プ
と
数
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
出
会
い

の
場
を
提
供
し
、
持
ち
込
ま
れ
た
問
題
に
つ
い
て
、

検
討
・
切
り
分
け
・
専
門
家
の
紹
介
・
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
等
を
行
う
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
窓
口
機
能
の
設
置

を
検
討
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
共
同
研
究

や
ビ
ジ
ョ
ン
共
創
へ
の
足
掛
か
り
が
で
き
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

知
を
統
合
し
未
来
を
予
測
す
る
科
学

　

17
世
紀
の
科
学
革
命
に
お
い
て
、「
自
然
科
学
」

（
注
１
）�The�Era�of�M

athem
atics

：
２
０
１
８
年
４
月
に
英
国
政
府

〔Engineering and Physical Science Research Council

（
Ｅ
Ｐ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
／
工
学
・
物
理
科
学
研
究
会
議
）〕
が
作
成
し
た

報
告
書
『
数
学
の
時
代
』

（
注
２
） https://m

athinstitutes.org

（
注
３
）�ｇ

－

Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
：
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
か
ら
提
供
さ
れ
た
課
題
に
、

日
米
の
学
生
が
８
週
間
集
中
的
に
取
り
組
み
、
解
決
に
至
る
道

筋
を
学
ぶ
国
際
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム（Graduate-

Level Research in Industrial Projects for Students

）
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